
  ことばの育ち Q＆A   
 

これまでお会いした親御さんから寄せられた質問などを、ここでシェアしていきたいと思います。 

共有することでこれからの誰かの子育てに役立つ情報になればうれしいです。 
 

Q 周りの子は言葉が出てきているのに、うちの子は言葉らしい言葉を話さないのが心配です。 

A ことばがでるための準備として、次にあげることができているか確認します。 

この６つができているなら、もう少し待ってみましょう。

生活リズムを整え、体を動かす遊びをして、気がかりなこ

ともあると思いますが今しかないときを楽しく過ごしてく

ださい。ことばは、これらの‟ことばの芽”が揃った土台の

上に、コップの水が溢れるように出てきます。 

言葉が出てこないのは、まだ準備が足りていない場合や、

要素が十分でないことが多いです。 

注意散漫だったり、ことばへの注目が弱かったりすると‟ことばのタンク”が溜まり 

にくい場合があります。言葉以外の要因もあるので、気軽に相談してください。 

 

Q ことばの最初だけとか、最後だけしか言いません。 

A ことばの出始めによくあることです。音を順番に並べて発音する力が発達途中だからです。  

 アンパンマンのことを「マン」と言ったら、「そうね。アンパンマンね」と、電車のことを「シャ」

と言ったら、「そうね。電車だね」と、「そうね（そうだね）」で始まる文で、さりげなく正しい言葉

を聞かせていきます。脳の配線工事が進めば、自然に長い言葉も言えるようになります。 

 

Ｑ遊びながらゴニョゴニョわけのわからないおしゃべりをしています。 

Ａいよいよお話しする日が近いと考えていい時期です。ムニョムニョ、ゴニョゴニョ、お子さんなり

に楽しく「おはなし」しているのでしょう。声がたくさん出ているのは、気持ちが外に向かって開

かれていることの現れなので、とても良いことです。 

「ゆっくり、はっきり、わかりやすく」を意識して話しかけましょう！ 

 

Q 発音がはっきりしないのですが。 

A 口の中や舌の使い方、聞こえ方の未熟さなど、色々な要因から不明瞭な発音になりやすく、成長に

つれて正しい発音になります。言語発達が４～５歳が発音完成の目安です。 

それまでは、気になっても指摘しないで、正しい音を含んだ返答をしましょう。 

実は、発音には舌先・指先の発達や、聞く力が大切なんです！人の話に耳を傾け

られますか？ 噛むのが苦手だったり、手先が不器用だったりしませんか？ 

 

ことばの早い・遅いは、育て方のせいとはかぎりません。生まれつきみたいなもので、早い子は

早いし、遅い子は遅い。おしゃべりな子もいれば、無口な子もいて当然。見ることが得意だけど、聞

くことは苦手な子もいます。みんな、凸凹（でこぼこ）があります。だから面白い。 

とは言っても、「ことばやコミュニケーションを育てるために、どの子にとっても望ましい接し方」は

確かにあります。次回は、望ましい接し方について紹介します！ お楽しみに～♪♪ 
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①音が聞こえるか 

②大人の言うことが分かっているか 

③一緒に遊ぶのは好きか 

④よく声をだすか 

⑤身振りや声のマネをするか 

⑥指でさして伝えてくれるか 

 


